資料8.

会　則　新　旧　比　較 

2007/7/14

	現　　　行
	改　　　定(案)
	変更／追加
	変更理由

	（名称）

第1条．本会は、「青年海外協力隊サモアOB会（SAMOA　
OB　MEETING）」と称する（以下「本会」と称する。）
	（名称）

第1条．本会は、「青年海外協力隊サモアOB会」と称する（以下「本会」と称する。）
	変更
	審議事項第4.6に基づく変更。

	（目的）

第2条．本会の目的は、次のとおりとする。

　　「会員相互の親睦をはかり、サモアでの経験を通じてサモアOB・OGとして日本国内におけるサモアの広報及びサモアと日本の親善に寄与することを目的とした活動を行う。
	（目的）

第2条．本会の目的は、次のとおりとする。

　　「会員相互の親睦をはかり、サモアでの経験を通じてサモア関係者として日本国内におけるサモアの広報及びサモアと日本の親善に寄与することを目的と

した活動を行う。
	変更
	現実に即したものにするため。

	（活動）

第3条　前条における活動とは以下のものをいう。

　　　(1)名簿作成

　　　(2)会報作成

　　　(3)メーリングリストによる情報発信

　　　(4)新隊員壮行会開催

　　　(5)親睦会開催

　　　(6)会員から要望又は協力要請があった活動

　　　(7)サモアの広報に関わる活動

　　　(8)サモアと日本の親善につながる活動

(9)前各号に掲げるもののほか、本会の目的を達成するために必要な活動　など
	（活動）

第3条　前条における活動とは以下のものをいう。

　　(1)名簿作成

　　(2)会報作成

　　(3)メーリングリスト及びウェブサイトによる情報発信

　　(4)新隊員壮行会開催

　　(5)親睦会開催

　　(6)会員から要望又は協力要請があった活動

　　(7)サモアの広報に関わる活動

　　(8)サモアと日本の親善につながる活動

(9)前各号に掲げるもののほか、本会の目的を達成するために必要な活動　など
	変更
	現実に即したものにするため。

	（種類）

第4条．本会は会員と賛助会員で構成する。
2.会員は、青年海外協力隊サモアOB・OG、シニアボランティア、専門家、JICA及びJOCV関係者などの内、本会の目的に賛同する者とする。
  3.賛助会員は、会員以外でこの会の目的に賛同する
者とする。
	（会員）

第4条.会員は、青年海外協力隊サモアOB・OG、シニアボランティア、専門家、JICA、JOCV及びその他サモア関係者の内、本会の目的に賛同する者とする。

	変更
	会員と賛助会員を区別する必要性がないため。

	（会費）

第5条　会員は、本会の維持資金として、年会費2,000円を納める。

2.会費は、原則として3月末日までに翌年度分を収納める。
	－
	－
	

	（種類及び定数）

第6条　本会を円滑に運営するために運営委員会を置く。
運営委員会は、本会の次の役員をもって構成する。
（但し、会計監査員を除く。）
       ・会長        ……      1名
       ・副会長      ……      2名
       ・会計        ……      1名
       ・運営委員    ……      1名以上4名以内
   ・会計監査員  ……      1名以上2名以内
	（役員及び定数）

第6条　本会を円滑に運営するために運営委員会を置く。
運営委員会は、本会の次の役員をもって構成する。
（但し、会計監査員を除く。）
       ・会長        ……      1名
       ・副会長      ……      2名
       ・会計        ……      1名
       ・運営委員    ……      1名以上4名以内
・会計監査員  ……      1名以上2名以内
・相談役　　  ……      1名以上2名以内
	変更
	本会活動の一層の充実を図るため。

	（職務）

第7条　会長は本会を代表し、運営委員会を総括する。

     2.副会長は会長を補佐し、会長が任務遂行できない
場合はその任務を代行する。

     3.会計は本会の予算の収入・支出を管理する。
4.会計監査員は会計報告を監査する。    
	（職務）

第7条　会長は本会を代表し、運営委員会を総括する。

     2.副会長は会長を補佐し、会長が任務遂行できない
場合はその任務を代行する。

     3.会計は本会の予算の収入・支出を管理する。
4.会計監査員は会計報告を監査する。  
5.相談役は本会の運営事項のうち重要な事項に関して
会長の諮問に答え、又は会長に対して意見を述べる。
	変更
	相談役の職務の明確化のため。

	（選任・任期）

第8条　役員は、総会において出席者の過半数の賛成をもって選出される。
2.任期は原則として２年とする。

3.選出・任期欠員が生じた場合は次の総会までの臨時役員を会長が指名する。
	（選任・任期）

第8条　役員は、総会において出席者の過半数の賛成をもって選出される。なお、相談役については本会に功労があった者のうちから、または運営委員会の推薦を得た者とする。
2.任期は原則として２年とする。

3.選出・任期欠員が生じた場合は次の総会までの臨時役員を会長が指名する。
	－
	相談役の選任の明確化のため。



	（報酬）

第9条　役員は、無報酬とする。
	－
	－
	－

	（総会）

第10条　本会は原則として２年毎に総会を開き、会長が必
要と認めた時、臨時総会を招集することができる。
2.総会の議長は、会長が指名し、会員の過半数の承認
をもって任に就く。
	（総会）

第10条　本会は原則として２年毎に総会を開き、会長が必
要と認めた時、臨時総会を招集することができる。
2.総会の議長は、会長がこれにあたる。
	変更
	従来、総会の議長には会長があたっているため。

	（会計）

第11条　会計は、年に一度会員に対し会計報告を行うもの
とする。尚、会計年度は、４月１日より３月３１日ま
でとする。
	（会計年度）

第11条　会計年度は、４月１日より３月３１日までとする。
	変更
	会計年度のみの記載とする。


	
	（活動計画及び活動予算）
第12条　本会の活動計画及び活動予算は、毎事業年度開始前に総会の承認を得なければならない。但し、やむを得ない事情により当該事業年度開始前に総会を開始できない場合にあっては、運営委員会の承認によることを妨げない。この場合においては直近の総会で承認を得るものとする。なお、当該事業年度に総会が開催されない場合、メーリングリストまたはウェブサイトで公開することで総会で承認をされたものと見なす。
	追加
	活動計画及び活動予算の適正な処理を図るため。

	
	（活動報告・会計報告）

第13条　本会の活動報告法及び会計報告は、当該事業年度終了後、会計監査員の監査を得た上、当該事業年度終了後の直近の総会において承認を得るものとする。但し、当該事業年度終了後の翌年に総会が開催されない場合、メーリングリストまたはウェブサイトで公開することで総会で承認をされたものと見なす。
	追加
	活動報告及び会計報告の適正な処理を図るため。

	（会則の変更）

第12条　会則の改正は、総会出席会員・賛助会員の過半数
の賛成により成立する。
	（会則の変更）

第14条　会則の改正は、総会出席会員の過半数の賛成により成立する。
	変更
	第4条で賛助会員を削除したため。

	（事務局）

第13条　本会に、事務を処理するため、事務局を置く。
	第15条
	変更
	条文の繰り下げ。

	（情報の連絡）

第14条　会員は、住所、氏名、連絡先、職業、等に変更が
あった場合には、その都度役員に通知しなければなら
ない。
	第16条


	変更
	条文の繰り下げ。

	（香典）

第15条　役員が死亡した場合、本会より香典を５，０００円支給する
	第17条
	変更
	条文の繰り下げ。

	（壮行会補助）

第16条　新隊員に対する壮行会を開催した場合、本会より新隊員分についてのみ補助を行う。
	第18条
	変更
	条文の繰り下げ。

	（附則）

この会則は、平成6年1月29日に施行し、同日より適用する。
	－
	－
	－

	（附則）

この会則は、平成8年6月8日に施行し、同日より適用する。
	－
	－
	－

	（附則）

この会則は、平成10年5月24日に施行し、同日より適用

する。
	－
	－
	－

	（附則）

この会則は、平成17年6月18日に施行し、同日より適用する。
	－
	－
	－

	（附則）

この会則は、平成19年7月14日に施行し、平成19年4月1日に遡及して適用する。
	－
	新規
	－
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